
文　化　賞

文化奨励賞

文化活動功労賞

対　象：芸術、科学、教育その他の文化の向上発展に特に功労が顕著であると
　　      認められる個人又は団体。
活動歴：個人及び団体ともに、主に市内において20年以上の文化的活動の実
            績を有することを原則とします。
年　齢：各分野で功績があり人望があついと認められる方で、60歳以上の方。

　　　　ただし、年齢については、選考委員会の決定があればこの限りではあ
　　　　りません。
文化奨励賞との関係：すでに文化奨励賞を受賞している場合は、原則として
　　　　　　　　　　その後10年以上の活動実績を選考の対象とします。

対　象：芸術、科学、教育その他の文化の向上推進に真摯な活動又は研究を続
　　　　けているもの及び文化的技能が特に優秀と認められる個人又は団体。
活動歴：個人及び団体ともに、主に市内において10年以上の文化的活動の
            実績を有することを原則とします。
年　齢：将来の活躍が期待されると認められる方で、２０歳以上６０歳未満の
　　　　方。ただし、年齢については、選考委員会の決定があればこの限りで
　　　　はありません。

対　象：芸術、科学、教育その他の文化の向上推進に、長年にわたりひたむき
　　　　な努力を続け、その活動と功績が顕著と認められる個人又は団体。
活動歴：個人及び団体ともに、主に市内において２５年以上の文化的活動の実
　　　　績を有することを原則とします。
年　齢：長年の活動や功績が顕著と認められる方で、６５歳以上の方。
　　　　ただし、年齢については、選考委員会の決定があればこの限りではあ
　　　　りません。
　　   　※平成27年度より新設

共通事項
(1) 住所または所在　個人：帯広市に在住していること
　
(2) 対象とする活動　生業及び趣味は問いませんが、学校教育活動によるものは対象としません
(3) 団体の要件　　　原則としてその構成員の半数以上が市内に居住していること

帯広市では、本市の文化の向上発展のため、優秀な文化活動を顕彰しています。

●賞の種類

推薦受付期間
令和6年８月1日(木)～８月３１日(土) 必着

推薦書記入にかかる留意事項帯広市文化賞文化奨励賞等受賞候補者の選考にあたっては、定められた様式による推薦書のみで選考します。したがって、次の点

詳細は裏面へ

団体：帯広市に事務所を有していること



帯広市文化賞文化奨励賞等規則、帯広市文化賞文化奨励賞等選考基準をご確認
の上、指定の推薦書用紙にご記入いただき、生涯学習文化課までご持参又はご
郵送ください。

推薦書用紙は、市役所本庁舎８階生涯学習文化課にて配布しています。
用紙の郵送をご希望する方はお電話ください。
電子データをご希望の方は、下記までご連絡又は帯広市ホームページより
ダウンロードしてください。

令和６年１１月３日（日・祝）に帯広市民文化ホールで行います。

〒０８０－８６７０ 帯広市西５条南７丁目１番地
帯広市教育委員会 生涯学習部 生涯学習文化室 生涯学習文化課 文化係
電話 ０１５５－６５－４２０９（直通）
E-mail    culture@city.obihiro.hokkaido.jp
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.city.obihiro.hokkaido.jp

帯広市文化賞文化奨励賞等受賞候補者の選考にあたっては、指定の様式による推薦書のみ用い
ます。次の点に留意し、受賞候補者の業績を明示して記入してください。

○推薦書の記載内容は正確を期してください。
○候補者の推薦は、他薦を原則とし、自薦は対象となりません。
○推薦書の記入は、黒インクのペン又はボールペンにより楷書でお願いします。

（ワープロ、パソコン等で作成しても構いません。）
○「推薦を受ける個人」又は「推薦を受ける団体」のいずれかの欄に記入してください。

両方に記入した場合は、無効となります。

【推薦者欄】

原則として「個人」となりますが、団体等で推薦する場合は、職業欄に「団体名」を、
氏名欄に「代表者名」を記載してください。

【被推薦者が個人の場合】
１ 氏 名・・・ふりがなをふり、楷書で記載してください。

※芸名等がある場合は、氏名の右に括弧書で併記してください。
２ 生年月日・・・生年月日及び今年１１月３日時点での年齢を記載してください。
３ 活動年数・・・今年１１月３日時点での活動年数を記載してください。

４ 職 業・・・現在の職業を記載してください。
５ 本 籍・・・本籍地の都道府県名を記載してください。

６ 住 所・・・現住所を記載してください。

【被推薦者が団体の場合】

１ 名 称・・・「○○協会」、「○○連盟」等、団体の正式名称を記載してください。
２ 代表者氏名・・・団体代表者の地位（例：会長、支部長、委員長など）とその氏名を

記載してください。

３ 設立年月日・・・団体の設立された年月日を記載してください。
４ 活 動 年 数・・・今年１１月３日時点での活動年数を記載してください。

５ 主たる事務所の所在地・・・団体事務所の所在地を記載してください。
※会員名簿を添付してください。

【共通】
別紙１～３については、縦A４判・片面各１枚で作成し、候補者自身の業績や経歴が明らかに

なるように記載してください。
別紙１・・・文化賞等を受けるにふさわしいと認める事績
別紙２・・・その他主な業績
別紙３・・・個人の場合は経歴、団体の場合は沿革

推薦書記入にかかる留意事項

令和６年度帯広市文化賞文化奨励賞等受賞候補者の推薦を受け付けします。



帯広市文化賞文化奨励賞等規則
（目的）
第１条 この規則は、帯広市の文化の向上発展のため、優秀な文化活動を顕彰し、もつて帯広市の文化の普及振興を図
ることを目的とする。

（文化賞）
第２条 帯広市教育委員会（以下「教育委員会」という。）は、芸術、科学、教育その他の文化の向上発展に特に功労が顕
著であると認められる個人又は団体に対し、帯広市文化賞（以下「文化賞」という。）を贈って表彰する。

（文化奨励賞）
第３条 教育委員会は、芸術、科学、教育その他の文化の向上推進に真しな活動又は研究を続けているもの及び文化的
技能が特に優秀と認められる個人又は団体に対し、帯広市文化奨励賞（以下「文化奨励賞」という。）を贈って表彰する。

（文化活動功労賞）
第４条 教育委員会は、芸術、科学、教育その他の文化の向上推進に、長年にわたりひたむきな努力を続け、その活動と
功績が顕著と認められる個人又は団体に対し、帯広市文化活動功労賞（以下「文化活動功労賞」という。）を贈って表彰す
る。

（顕彰）
第５条 文化賞、文化奨励賞又は文化活動功労賞は、賞状及び副賞とする。
２ 文化賞、文化奨励賞又は文化活動功労賞の被顕彰者が受賞前に死亡した場合には、賞状及び副賞は、これを遺族
に授与する。

（受賞候補者の推薦）
第６条 文化賞、文化奨励賞又は文化活動功労賞の受賞候補者を推薦しようとする者は、帯広市文化賞文化奨励賞等
候補推薦書（別記様式第１号）により毎年８月１日から８月31日までに教育委員会に推薦するものとする。

（受賞者の決定）
第７条 受賞者の決定は、選考委員会を設け、その答申に基づき教育委員会が行う。

（顕彰期日）
第８条 文化賞、文化奨励賞及び文化活動功労賞の顕彰は、毎年11月３日の文化の日にこれを行う。ただし、特別の事
情あるときは、変更することができる。

帯広市文化賞文化奨励賞等選考基準
帯広市文化賞文化奨励賞等規則に基づく受賞対象の選考は、次の基準によるものとする。

１ 文化賞
(1) 活動歴
個人及び団体ともに、主に市内において２０年以上の文化的活動の実績を有することを原則とする。

(2) 年齢
各分野で功績があり人望があついと認められる方で、６０歳以上とする。
ただし、年齢については、選考委員会の決定があればこの限りではない。

(3) 文化奨励賞との関係
すでに文化奨励賞を受賞している場合は、原則としてその後１０年以上の活動実績を選考の対象とする。

２ 文化奨励賞
(1) 活動歴
個人及び団体ともに、主に市内において１０年以上の文化的活動の実績を有することを原則とする。

(2) 年齢
将来の活躍が期待されると認められる方で、２０歳以上６０歳未満とする。
ただし、年齢については、選考委員会の決定があればこの限りではない。

３ 文化活動功労賞
(1) 活動歴
個人及び団体ともに、主に市内において２５年以上の文化的活動の実績を有することを原則とする。

(2) 年齢
長年の活動や功績が顕著と認められる方で、６５歳以上とする。
ただし、年齢については、選考委員会の決定があればこの限りではない。

４ 共通事項
(1) 住所または所在
個人：帯広市に在住していること
団体：帯広市に事務所を有していること

(2) 対象とする活動
生業及び趣味は問わないが、学校教育活動によるものは対象としない。

(3) 団体の要件
原則としてその構成員の半数以上が市内に居住していること。



回 年度 文化賞 文化奨励賞

第41回 平成２年

第42回 平成３年

第43回 平成４年

第44回 平成５年

第45回 平成６年

第46回 平成７年

第47回 平成８年

第48回 平成９年

第49回 平成１０年

第50回 平成１１年

第51回 平成１２年

第52回 平成１３年

第53回 平成１４年

第54回 平成１５年

第55回 平成１６年

第56回 平成１７年

第57回 平成１８年

第58回 平成１９年

第59回 平成２０年

第60回 平成２１年

第61回 平成２２年

第62回 平成２３年

第63回 平成２４年

第64回 平成２５年

第65回 平成２６年

回 年度

第66回 平成27年

第67回 平成28年

第68回 平成29年

第69回 平成30年

第70回 令和元年

第71回 令和２年

第72回 令和３年

第73回 令和４年

第74回 令和５年

関口　哲也（写真） （該当なし）

市之川　正二（邦楽）・小林　満枝（絵画） 宮澤　克忠（絵画）・浦島　久（教育）

中嶋　音路（俳句） 松﨑　千枝子（声楽）

山川　三郎（吹奏楽） 加藤　靜一（合唱）・瀧川　秀敏（絵画）・劇団　演研（演劇）

石塚　初甫（華道）・三浦　弘之（科学研究） 坂田　雅義（陶芸）

坂口　波路（俳句）・森行　明子（ピアノ） 稀音家　六豊華（邦楽）・クールビヨン（合唱）

寺師　治人（短歌） 古家　智子（陶芸）

鈴木　八駛郎（俳句） (社)日本盆栽協会帯広支部（盆栽）・劇団　ほうき座（演劇）

上野　サダ（アイヌ文化）・小檜山　奮男（児童文学） かつらぎ木彫会（彫刻）

中谷　有逸（絵画） 中山民俗舞踊研究所北海道支部（邦舞）

三宅　太郎（短歌） 佐山　由紀江（陶芸）・ヴォワ･デ･フルール（合唱）

伊藤　京子（剣舞） (社)日本詩吟学院岳風会北海道帯広支部（詩吟）

稲垣　仁子（茶道） 八重柏　恵一（書道）・十勝華道連盟（華道）

藤間　まこと（邦舞）・山陰　進（俳句） （該当なし）

（該当なし） 浅川　茂（絵画）・日本棋院帯広支部（囲碁）

髙井　美智子（押絵） 石田　昌志（演劇）

時田　則雄（短歌） （該当なし）

深澤　須美子（邦楽）・松本　道子（洋舞） （該当なし）

荘田　喜與志（写真） 大正宮神楽保存会（郷土芸能）

岩井　照清（合唱）・宮澤　克忠（絵画） 波塚　三惠子（ピアノ）

岩野　洋一（文化振興） 金子　章（工芸美術）

余湖　汀一（茶道） 池田　緑（美術）

（該当なし） 短歌誌　樹樹社（文芸）

松﨑　千枝子（声楽） 飯田　和幸（絵画）・帯広狂言づくしの会（鑑賞）

稀音家　六豊華（邦楽）・中山　義嘉（邦舞） （該当なし）

文化賞 文化奨励賞 文化活動功労賞

（該当なし） （該当なし）
川合 岳輳(詩吟)・柴田 清泉(書道)・十勝華
道連盟（華道）・十勝歌謡同好連盟（歌謡）

浦島　久（教育） 戸張　良彦（写真）
千田　慶子（文化振興）・藤山　広武（地質・
自然史）

長岡　幸枝（邦楽）・帯広信用金庫（文化振
興）

（該当なし） （該当なし）

酒井　奈々子(アイヌ文化) （該当なし） 山内　欣子(合唱)

長澤　秀行(科学研究）
角　良子（ピアノ）
村上　陽一(絵画）

津島　民子(絵手紙）
帯広三曲協会（邦楽）

河内　 夫（音楽家）
黒田　勝史（文化振興）
十勝人形劇協議会（人形劇）
十勝やまなみ合唱団(合唱）

ちばよしお＆ノーチェ・アミーゴ（洋楽）

池田　緑（現代美術）
金子　章（現代工芸美術）

帯広市郷土芸能平原太鼓（郷土芸能） 山中　幸髙（詩吟）

受賞者合計 個人/70名　団体/4団体 個人/43名　団体/31団体 個人/8名　団体/5団体

（該当なし） （該当なし） 十勝民謡連盟（民謡）

杉浦　壽（文化振興） （該当なし） 渡邉　禎祥（絵画）


